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研究成果の概要（和文）： 

本研究ではまず、計画を進めるに当たって必要となる様々なジャンル(詩・散文・物語・新聞な

ど)のテキストコーパスの収集を行った。その際、詩については一つの言語だけではなく、いく

つかの言語(ドイツ語・フランス語・中国語・日本語)のものを収集した。まずは、ドイツ語の

詩を音声学的に分析し、一区切りごとにどのぐらいの頻度で音声グループ(破裂音・鼻音・摩擦

音などの調音法)が現れるかを調査した。そして、そこから音声の相対的頻度とそれぞれの音声

グループの割合を割り出した。また最終年度には、上記の調査および評価と並行して、テクス

ト内の音声グループや動詞の単語グループの意味的内容を分析するためのコンピュータープロ

グラムの開発に着手し、音声（音韻）と意味の関係ついての調査を進めた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Objectives of the research were to explore the potential of sound iconicity for computer 

based text analysis. To this end, a corpus with texts from various languages and genres was 

collected. Texts within this corpus were analyzed using a range of methods, such as 

phonetic analysis, word count and word classification. All these methods were compared to 

the assessment of selected texts by readers. Results give sufficient evidence to claim a 

universal relation between the relative occurrence of phonemes with distinct acoustic 

features and the emotional tone expressed in a text. At the same time, it seems that this 

relation only holds true for texts with extreme values, that is, texts, which show an 

unusual high occurrence of phonemes with one specific characteristic (e.g., a plosive onset) 

and – at the same time – a relative low occurrence of phonemes with the opposite 

characteristic (e.g., a continuant onset). 
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１． 研究開始当初の背景 

 

（１） 言語学においては一般的に、音(Ton)

の響きと意味(meaning)の関係は恣
意的であると言われている。しかし
ながら、先行研究を見てみると、あ
る種の音韻がある種の感情や感覚に
結びついていることが、以前から指
摘されている。音の響きと言葉の意
味の間には内在的な関係が存在する
ように思われ、このような音が持つ
象徴性は、音象徴(sound symbolism)

と呼ばれている。 

（２） ただし、これまでの先行研究の問題
点としては、しばしばその研究結果
が相反するものだという点である。
ある音声が異なる感情や感覚を示す
こともあるし、言語間（外国語）に
おける相違も存在する。また、感情
のカテゴリー化も見直さならない点
であろう。これまでの先行研究では、
喜びや、悲しみなどの感情を表す単
語を集め、その中に出現する音声を
調べるという調査が多かった。 

（３） そこで、本研究の先行研究(Auracher, 

et al. 2011)として、その考え方を転
換し、感情を表現する言葉に頻繁に
出現する音声ではなく、あるテクス
ト中に出てくる音声の頻度を調べる
ことにより、そのテクストがどうい
った感情を表しているのかを調べた。
例えば、そのテクスト全体の中に出
てくる破裂音や鼻音などの音声を調
べることによって、そのテクストが
より喜びの感情を表しているのか、
もしくは悲しみや恐れ、また攻撃的
な感情を表しているのか。 

（４） この調査では、中国語、ロシア語、
ドイツ語において、上記に記したよ
うな異なった感情を表している詩を
それぞれ約１００集め、言語ごとに
約 100 名の被験者を集めて詩を読ん
でもらった。そして、それぞれの詩
がどの様な感情を表していると思う
かを答えてもらった。さらに、テク
スト中に出現する破裂音と鼻音の頻
度を調べ、被験者による調査結果と
照らし合わせた。 

（５） その結果、上述の 3 言語の詩におい
て、鼻音を基準として破裂音の割合
が非常に大きければそのテクストは
喜びを表し、割合が非常に小さけれ
ば悲しみを表していることが分かっ
た。しかし、その割合がその中間点
にある場合の研究結果はまだ出てい
ない。 

 

２．研究の目的 

（１） 本研究の目的はあるテクストにおけ
る音声（調音法）システムからテク
ストの内容を引き出せるかどうかと
いう事である。例えば、インターネ
ット上におけるテキストコーパス－
個人がすべてを読むことが不可能な
ほどの量－の中で、どのテクストが
喜びや悲しみなど、どんな感情を表
しているのか。 

（２） そのためのコンピュータープログラ
ムもこれまでに開発されているが、
その殆どは単語リストを基にし、テ
クスト中の肯定的感情（喜びなど）、
または否定的感情（悲しみなど）を
表す言葉を数えるというものであっ
た。ただし、その場合にはテクスト
の種類（カテゴリー）ごとに、また
それぞれの言語において異なった単
語リストを新たに作らなければなら
ない。 

（３） そこで、本研究においては先行研究
の結果を受けて、テクストに出現す
る（感情を表す）単語ではなく、テ
クスト中に出現する音声を基にした
コンピュータープログラムを開発し
ていきたい。 

（４） こうしたプログラムを開発する際に、
熟考しなければならないのは、以下
のとおりである。まず、先行研究を
受けて、限られた詩においては上記
の通りの結果が出たが、他のテクス
トジャンル－例えば新聞記事や小説
など－ではどうであろうか。 

（５） また、先行研究において、鼻音を基
準として破裂音の割合が非常に大き
ければそのテクストは喜びを表し、
割合が非常に小さければ悲しみを表
していることが分かったが、その割
合がその中間点にある場合はどうで
あろうか。 

 

３．研究の方法 

 

（１） 調査方法としては、まず、書籍やイ
ンターネット上から様々なジャンル
のテキストコーパスを収集した。 

（２） そして、これらのテクストをコンピ
ュータープログラム作成、使用し 100

語ごとのまとまりに区切り、そのま
とまりごとに出現する音声を
Jakobson（Jakobson & Hall, 1956）
の音声分析方法に従い分析した。 

（３） その際に、特にこれまでの先行研究
に従い、第 1 フォルマントと第 2 フ



ォルマントの周波数差（母音の明る
さと暗さを分け、周波数の差の大き
い個所では母音が明るく、差の小さ
いところでは母音が暗く聞こえる）、
そして子音の摩擦音と継続音を調べ
た。この調査方法を遂行するために
使用したコンピュータープログラム
は、ミュンヘン大学の音声研究所の
協力を得て開発した。 

（４） また音声だけではなく、従来通りの
肯定的・否定的感情やムードを表す
単語を数えることも行った。その際
に使用したコンピュータープログラ
ムは Linguistic Inquiry and Word 

Count (LIWC 2007, Pennebaker）で
ある。 

（５） 本実験においては、明るい母音(/i/, 

/e/)と摩擦音が頻繁に出現するまと
まり（テクスト）は肯定的感情やム
ード（mood）を表し、暗い母音(/o/, 

/u/)や継続音が頻繁に出現するまと
まりは否定的感情・ムードを表すと
いう仮定を立てた。 

（６） 次に、（３）の調査を基に各音声グル
ープの特徴がよく出ているまとまり
（テクスト）を、詩のジャンルの中
からその出現頻度ごとに 4 グループ
に分け、約 450 人の被験者に読んで
もらった。その後、調査用紙に記さ
れたベースとなる7つの感情（happy, 

euphoric, sad, melancholic etc.）
(Ekman, P. : 1992)に基づいて評価
してもらった。（ただし、この 7つの
感情は、後述の統計分析において、
さらに一般化するために４つのグル
ープ（ positive, negative, active, 

passive）に分けられた。） 

 
４．研究成果 
 
（１） 上記（５）の調査結果を、分散分析

を用いて統計的に検証した結果、暗
い母音と継続音を基準として（その
割合の大小に関わらず）、明るい母音
と摩擦音がテクスト中に出現する頻
度とそれを読んで被験者が評価した
肯 定 的 な 感 情 や ム ー ド
（positive/active）の間には優位な相
関関係があり、これによって仮定の
一部が証明された。  

（２） ただし、先行研究（Auracher, et 

al.2011）で証明されたような、鼻音
（継続音）を基準とした破裂音（摩
擦音）の割合と肯定的感情（ムード）
の間や、暗い母音を基準とした明る
い母音の割合と肯定的感情（ムード）
の間には、それぞれ、優位な相関関

係が示されなかった。 
（３） そこで、先行研究（Auracher, et 

al.2011）におけるドイツ語の詩を再
検証した結果、実際にその詩には、
鼻音を基準とした破裂音の割合だけ
ではなく、暗母音を基準とした明る
い母音の割合も関わっていることが
分かった。 

（４） 現在は詩に引き続き、散文などでも
同様の調査を行っている。 

（５） また、上記の調査結果によると、そ
れぞれのアーティキュレーション
（調音法）によって、異なる感情的
な顔の表情と、特定の音声が関係し
ているという事を推測することがで
きる。まだ始めたばかりであるが、
今後さらに、生理心理学的調査も進
めていきたい。 
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